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（
重
要
文
化
財
）

　
当
山
の
御
本
尊
は
、
建
久
六
年
二
Ｉ
九
五
）
尾
張

の
憎
定
尊
が
、
秘
仏
で
あ
る
信
濃
善
光
寺
の
前
立
仏

と
し
て
造
立
し
た
も
の
で
す
。
定
尊
は
、
如
来
の
夢

の
告
げ
を
得
て
勧
進
に
行
脚
し
、
四
万
八
千
余
人
も

の
寄
進
を
得
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
御
本
尊
は
、
い
わ

ゆ
る
Ｉ
光
三
尊
式
善
光
寺
如
来
像
の
中
で
は
、
在
銘

最
古
、
か
つ
例
外
的
に
大
き
な
等
身
像
と
し
て
著
名

で
す
。
善
光
寺
の
御
本
尊
は
、
仏
教
伝
来
と
と
も
に

将
来
さ
れ
た
、
生
身
す
な
わ
ち
、
実
際
に
生
命
が

宿
っ
て
い
る
霊
像
と
し
て
深
く
信
じ
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
絶
対
の
秘
仏
の
た
め
、
人
々
が
拝

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
『
』
で
鋳
造
さ
れ
た
の

が
、
本
像
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
文
化
史
的
に
も
た

い
へ
ん
貴
重
な
存
在
で
す
。

　
平
成
元
年
春
に
、
御
本
尊
の
八
十
年
ぶ
り
の
御
開

帳
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
よ
り
多
数

の
善
男
善
女
が
御
参
詣
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
、
信
濃
善
光
寺
様
と
同
様
、
光
年
に
一
度
の
御
開

帳
を
お
勤
め
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

山門(重要文化財)
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甲
斐
善
光
寺
の
歴
史
と
宝
物

　
当
山
は
、
開
基
武
ｍ
信
玄
公
が
、
川
中
島
の
合
戦
の
折
、
信
濃
善
光
寺
の
焼
失

を
恐
れ
、
永
禄
元
年
二
五
五
八
）
、
御
本
尊
善
光
寺
如
来
像
を
は
じ
め
、
諸
仏
寺

宝
類
を
奉
遷
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
こ
板
垣
の
郷
は
、
善
光
寺
建
立
の
大
檀
那
本
田
善
光
公
葬
送
の
地
と
伝
え

ら
れ
、
信
濃
よ
り
大
本
願
鏡
空
上
人
以
下
、
一
山
こ
と
ご
と
く
お
迎
え
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
武
田
氏
滅
亡
に
よ
り
、
御
本
尊
は
織
田
・
徳
川
・
豊
臣
氏
を

転
々
と
い
た
し
ま
し
た
が
、
慶
長
三
年
二
五
九
八
）
信
濃
に
帰
座
な
さ
い
ま
し

た
。
甲
府
で
は
あ
ら
た
に
、
今
回
御
開
帳
の
前
立
仏
を
御
本
尊
と
定
め
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
か
っ
て
は
本
坊
三
院
十
五
庵
を
有
す
る
大
寺
院
と
し
て
浄

土
宗
甲
州
触
頭
を
勤
め
、
徳
川
家
の
位
牌
所
に
も
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
豪
壮

な
七
堂
伽
藍
は
、
江
戸
時
代
に
一
度
焼
失
い
た
し
ま
し
た
が
再
建
さ
れ
、
金
堂

は
東
日
本
最
大
級
の
伽
藍
と
し
て
、
山
門
と
共
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
金
堂
中
陣
の
日
本
一
の
鴫
き
龍
の
天
井
、
裏
堂
の
お
戒

壇
巡
リ
は
、
参
詣
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
御
本
尊
善
光
寺
如
来
像
以
外
に
も
、
平
安
時
代
の
阿
弥
陀
三
尊
像
二
組
も
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
最
古
の
源
頼
朝
像
（
県
指

定
）
ほ
か
、
法
然
上
人
像
・
源
実
朝
像
・
熊
谷
直
実
像
・
本
田
善
光
夫
妻
像
・
玄
和

居
士
像
（
以
上
市
指
定
）
な
ど
の
肖
像
彫
刻
、
善
光
寺
如
来
絵
伝
・
当
麻
曼
荼
羅

（
以
上
県
指
定
）
・
地
蔵
十
王
図
（
市
指
定
）
な
ど
の
絵
画
類
ほ
か
、
信
濃
伝
来
の

銅
鐘
（
県
指
定
）
な
ど
、
文
化
財
の
宝
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
（
一
部

宝
物
館
に
て
公
開
）
。

阿弥陀三尊像(重要文化財)

最
古
の
源
頼
朝
・
実
朝
木
像
（
県
・
市
指
定
文
化
財
）
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日本一の鳴き龍

●大　人…500円

曇小学生…250円

●団　体…30名様以上2割引
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■自動東の場合

　噂中央自動車道･一宮御坂|.Cより20分

　・中央自動車道･甲府南|.Cより25分

　･:1=･中央自動車道･甲府昭和|.Cより20分

亘電車の場合

　aJR中央線･甲府駅北口よりタクシー10分

　ぐﾏJR中央線･酒折駅より徒歩15分

　こJR身延線･善光寺駅より徒歩7分
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